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研究成果の概要（和文）：本研究は、内容分析と縦断調査によって子どもたちが実際に接触して

いるテレビ番組やテレビゲームから影響のある暴力的描写の文脈的特徴を抽出し、その特徴に

関するメディア・リテラシー教育プログラムを作成することを目的としていた。分析と調査の

結果、影響がある要素として暴力の被害描写が抽出され、被害描写を用いたプログラムを作成

した。学校での準実験の結果、このプログラムによって被害描写の理解が進むことが示された。 
 
研究成果の概要（英文）：The purposes of this research project were (a) to conduct content 
analysis and longitudinal surveys to find the contextual traits of violent portrayals which 
could affect children's aggressiveness from television programs and videogame software 
they were actually exposed to and (b) to develop the program of media literacy education 
concerning the contextual traits.  As results of the analysis and surveys, how to portray 
injured victims was regarded as an influential contextual trait, and an educational 
program in which the portrayals of victims were used was made.  The result of 
quasi-experiment conducted in a school showed that this program could deepen children's 
understanding of portrayals of victims. 
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１．研究開始当初の背景 

今日のようなメディア社会では、メディア
なしの生活は考えられないほど子どもたち
の日常生活に浸透している。メディア接触が
子どもたちに及ぼす影響については、テレビ
番組やテレビゲームの暴力描写への接触が
児童青少年の攻撃性を高める場合があるこ
とが報告されてきている。ただし、メディア
の暴力描写は、視聴する暴力描写の内容（文

脈）によっては攻撃性を高めるよりも低める
場合があり（例えば、暴力行為の描写の後、
暴力行為が被害者や被害者の周囲の人々に
いかに深刻な被害を及ぼすかを描くなど）、
今後、規制のような形で子どもたちから暴力
描写を遠ざけるよりもむしろ教材として利
用していくことにより、子どもたちがメディ
アの暴力描写を適切に読み解く力（メディ
ア・リテラシー）を高めていくことができる
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と考えられる。 
本研究テーマの基礎研究として、研究代表

者らは、平成15年度より科学研究費基盤研究
(A)の助成を受け、世界的に高く評価されて
い る 米 国 テ レ ビ 暴 力 研 究 (National 
Television Violence Study, 以下 NTVS)を
踏まえて、日本におけるテレビ番組の暴力描
写および向社会的行為描写の内容分析と、テ
レビ番組の暴力描写視聴と攻撃性の因果関
係を検討するために小中学生への縦断調査
を 実 施 し て き た （ Japanese Television 
Violence Study; 以下 JTVS）。JTVSの成果
として、日本のテレビ番組の特徴や、攻撃性
が促進される暴力行為の文脈的特徴、抑制さ
れる暴力行為の具体的な文脈的特徴が示唆
されている。今後、これらのテレビ番組の暴
力行為の文脈的特徴をより詳しく検討する
ことによって、教材として映像の読み解きの
授業に利用できる可能性があると考えられ
る。 
 
２．研究の目的 
本研究では、JTVS の内容分析、縦断調査

の手法に基づき、小中学生が実際に接触した
テレビ番組やテレビゲームの文脈的特徴や
その影響についてさらに詳細な検討おこな
うこと、また、それらの分析結果に基づいて、
小中学生がテレビ番組の暴力描写等の文脈
的特徴を読み取る力を高めるための教育プ
ログラムの開発を行うことを目的としてい
た。 
 
３．研究の方法 
 まず、小中学生がよく視聴、接触している
テレビ番組やテレビゲームを対象にした暴
力描写の内容分析と、小中学生の攻撃性や暴
力の規範意識を測定した縦断調査を行い、そ
れらの結果を合わせて分析することで、小中
学生に影響を及ぼす暴力の文脈的特徴を抽
出した。次に、抽出された文脈的特徴をもと
に、テレビ番組の暴力描写の文脈的特徴を読
み取る力を高めるための教育プログラムを
作成した。最後に、作成したプログラムの効
果を測定するため、中学生を対象とした準実
験を実施した。 
 
４．研究成果 
 本研究プロジェクトは、(1)テレビ視聴の影
響、(2)テレビゲーム接触の影響、(3)教育プロ
グラムの効果、それぞれについて検討した３
つの研究と、テレビゲーム利用に対する保護
者の介入についての調査研究の、計 4 つの研
究から構成されていた。以下では、この 4 つ
の研究それぞれの成果について報告する。 
 
(1)テレビ視聴の影響の検討 
①目的 

 テレビ視聴が小・中学生の攻撃性や攻撃に
対する規範意識にどのような影響を及ぼす
のかを検討することを目的としていた。実際
に児童生徒が視聴していた番組を内容分析
し、そこに含まれる暴力描写の文脈的特徴を
抽出し、それらを視聴したことがどのような
影響を及ぼすのかを検討した。 
②縦断調査の方法 

11 校の小学校、12 校の中学校の小、中学
生を対象に実施した。2009 年 2～3 月に、小
学 4、5 年生、中学 1 年生を対象に１回目調
査を実施した。続いて、2009 年 10 月～2010
年 3 月に同じ児童、生徒を対象として 2 回目
の調査を実施した。2 回に渡る調査の協力者
は、小学生 1351 名（男子 684 名，女子 664
名，性別不明 3 名）と中学生 1394 名（男子
720 名，女子 672 名，性別不明 2 名）であっ
た。1 回目調査では、攻撃性（身体的攻撃、
言語的攻撃、間接的攻撃）、攻撃に対する規
範意識（身体的攻撃、言語的攻撃、間接的攻
撃）、社会的望ましさ等についてたずねた。
また、2009 年 2 月 12 日から 18 日までの 1
週間、18 時から 24 時までに視聴したテレビ
番組について調査した。さらに、1 ヶ月の間
のテレビ視聴について、攻撃的なシーンをど
の程度視聴したかをたずねた。2 回目調査で
は、1 回目調査と同様に、攻撃性（身体的攻
撃、言語的攻撃、間接的攻撃）、攻撃に対す
る規範意識（身体的攻撃、言語的攻撃、間接
的攻撃）等についてたずねた。 
③内容分析の方法 

1 回目調査の回答結果をもとに、小・中学
生の視聴率の高い番組（視聴率 4％以上）を
抽出し、内容分析を行った。テレビ番組は、
同一の番組でも放送回によって内容が異な
ることから、視聴率のデータ収集した前後 1
週間ずつの番組を合わせて分析し、特定の週
の内容による偏りを無くすよう努めた。具体
的には、2009 年 2 月 5 日から 25 日までの 3
週間に放送された番組が分析の対象となり、
視聴率 4％以上であった 326 番組を評定した。
そのうち、暴力行為を含む 110番組について、
暴力行為の被害結果や暴力への報酬などを
評定した。評定作業は、事前に研修を受けた
大学生・大学院生 29 名が分担した。 
④暴力的なシーン視聴の影響 

攻撃的なシーンの視聴が児童生徒の攻撃
性や攻撃に対する規範意識に及ぼす影響に
ついて検討した。テレビでは、殴る、けるな
どの身体的攻撃だけでなく、言葉で相手に精
神的に苦痛を与える言語的攻撃や、悪い噂を
流すなど直接的ではない方法で相手に精神
的苦痛を与える間接的攻撃が含まれる場合
もあることから、これら 3 種類の攻撃のシー
ン別に影響の検討を行った。小学生では、言
語的攻撃のシーンの視聴が言語的攻撃性に
影響を及ぼしていた（β=.08, p<.01）。また、



 

 

中学生では、身体的攻撃シーンの視聴が言語
的攻撃性や間接的攻撃性に及ぼす影響や（順
に、β=.04, p<.10; β=.08, p<.01）、言語的攻撃
のシーンの視聴が言語的攻撃性に影響を及
ぼす傾向などがみられた（β=.05, p<.10）。ま
た、規範意識への影響として、身体的攻撃の
シーンの視聴が身体的攻撃へ規範意識
（β=-.06, p<.05）、言語的攻撃シーンへの規
範意識（β=-.07, p<.01）、間接的攻撃への規
範意識（β=-.08, p<.01）に及ぼす影響がみら
れた。また、言語的攻撃のシーンの視聴や間
接的攻撃のシーンの視聴が間接的攻撃へ規
範意識に及ぼす影響がみられた（共に β=-.07, 
p<.05）。いずれの影響力も大きなものではな
いが、言語的攻撃シーンの視聴が言語的攻撃
性や身体的攻撃への規範意識に影響を及ぼ
すだけでなく、異種の攻撃性や規範意識にも
影響を及ぼすことが明らかになった。 
⑤暴力描写の文脈的特徴視聴の影響 
被害や苦痛などの暴力の結果を描くこと

は、暴力行為の学習を抑制すると考えられて
いる(e.g., Baron, 1971)。また、被害の程度を
よりリアルに描くことで、暴力行為の学習が
抑制されると考えられている(Smith et al.,  
1998)。分析の結果、小学生の女子において、
番組の中で描かれる被害の結果が、現実に想
定されるよりも軽度に描かれていることが、
身体的攻撃性（β=.09, p<.05）、言語的攻撃性
（β=.08, p<.10）、間接的攻撃性（β=.07, 
p<.10）に影響を及ぼしていることが明らか
になった。また、中学生の男子において、間
接的攻撃に対する規範意識に影響を及ぼす
傾向があることが明らかになった（β=-.08, 
p<.10）。いずれも影響力は大きくないものの、
仮説と同方向の影響を示している。 
一般に、報酬が与えられた暴力や、罰せら

れない暴力は、攻撃的な態度や行動の学習を
促進させるといわれている (Smith et al., 
1998)。分析の結果、小学生の女子において、
物理的な報酬が与えられたり、罰が与えられ
ないことが、身体的攻撃性（順に、β=.07, 
p<.10; β=.08, p<.05）、言語的攻撃性（順に、
β=.09, p<.05; β=.10, p<.05）、間接的攻撃性
（後者のみ β=.09, p<.05）に影響を及ぼして
いることが明らかになった。また、中学生の
男子において、物理的な報酬が身体的攻撃に
対する規範意識（β=-.08, p<.05）に影響し、
罰が与えられないことが、間接的攻撃に対す
る規範意識に影響することが明らかになっ
た（β=-.11, p<.01）。いずれも影響力は大きく
ないものの、仮説に沿った結果であるといえ
る。一方、小学生男子や中学生女子にはその
ような影響はみられなかった。 
 
(2)テレビゲーム接触の影響の検討 
①目的 

テレビゲームソフトの暴力描写に接触す

ることで小・中学生の攻撃性や暴力に対する
規範意識にどのような影響が出るのか検討
することを目的としていた。子どもたちが実
際に遊んだテレビゲームソフトの暴力的描
写を内容分析により抽出し、それぞれの描写
特徴によってどのような影響があるのか検
討した。 
②縦断調査の方法 
小学校 9 校、中学校 12 校の小、中学生を

対象に実施した。2009 年 2～3 月に、小学 4、
5 年生、中学 1 年生を対象に１回目調査を実
施した。続いて、2009 年 10 月～2010 年 1
月に同じ児童・生徒を対象として 2 回目の調
査を実施した。2 回に渡る調査の協力者は、
小学生 1147 名（男子 574 名、女子 570 名、
不明 3 名）、中学生 1215 名（男子 624 名、女
子 591 名）であった。1 回目調査では、調査
時点に販売数が多かったテレビゲームソフ
トから実際に遊んだことのあるテレビゲー
ムソフトを選ばせるとともに、攻撃性（身体
的攻撃性、言語的攻撃性、間接的攻撃性）、
暴力に対する規範意識（身体的攻撃、言語的
攻撃、間接的攻撃それぞれに対する規範意
識）、社会的望ましさ等についてたずねた。2
回目調査では、１回目調査と同様に、攻撃性、
規範意識等についてたずねた。 
③内容分析の方法 
子どもたちが実際によく遊んだゲームソ

フトの描写を検討するため、１回目調査の回
答結果にもとづき、人気の高い 65 本のソフ
トを分析対象とした。分析はテレビ番組の分
析手続きをテレビゲームに応用して実施し
た。暴力的な内容が含まれているゲームソフ
トについては、最初の暴力行為があった時点
から 10 分間の描写を分析することとした。
また、ゲーム開始から 2 時間、あるいはゲー
ム終了時点までに暴力行為が出てこないソ
フトについては、暴力描写なしと判断した。
暴力的内容を含むソフトは、65 本中 27 本あ
り、それらのソフトの被害描写や報酬などを
評定した。評定作業は、事前に研修を受けた
女子大学生 10 名が分担した。 
④暴力的なテレビゲーム利用の影響 
 テレビゲームでは従来激しい身体的攻撃
のシーンや流血シーンなどの暴力描写が問
題視されており、現在、このような暴力的な
内容を含む程度によってレーティング制度
により推奨年齢区分を示すマークがソフト
につけられるようになっている。そこで、暴
力的なテレビゲームの接触の影響を検討す
るに当たり、本研究ではこのソフトの推奨年
齢区分によって、小、中学生の攻撃性、暴力
に対する規範意識への影響がどのように異
なるのかについて検討を行うこととした。小
学生では、どの区分のソフトの接触頻度によ
っても影響が見られなかった。中学生では、
全年齢向けのソフトの接触頻度によって、男



 

 

子中学生において間接的攻撃性が影響を受
けていた（β=.08, p<.05）。また、15 歳以上
を対象にしたソフトの接触頻度によっては、
男子中学生において間接的攻撃性、言語的攻
撃性、身体的攻撃に対する規範意識、間接的
攻撃に対する規範意識が影響を受けていた
（順に、β=.09, p<.05, β=.07, p<.05, β=-.12, 
p<.01, β=-.08, p<.05）。以上のことから、こ
うした推奨年齢区分はテレビゲームの攻撃
性や規範意識の影響を避ける目的で利用で
きる可能性が示唆された。 
⑤暴力描写の文脈的特徴への接触の影響 
 被害の描写による影響について検討した
ところ、小学生では影響が見られなかった。
中学生では、特に中学生男子において、被害
を現実よりも軽く描かれる場合には、身体的
攻撃性や間接的攻撃性を高め、身体的攻撃に
対する規範意識や間接的攻撃に対する規範
意識を低下させることが示唆された（β=.08, 
p<.05, β=.13, p<.001, β=-.12, p<.01, β=-.10, 
p<.01）。被害の描写は被害の程度がより現実
的に描かれていることで暴力行為の学習が
抑制されると考えられており(Smith et al., 
1998)、今回の結果はこの傾向と一致するも
のと考えられる。 
 報酬の描写については、小学生の女子にお
いて物的報酬描写の接触により身体的攻撃
性が高まる一方で、自己賞賛の描写に接触す
ることで言語的攻撃に対する規範意識が高
くなっていた（順に、β=.07, p<.05, β=.10, 
p<.01）。中学生では、中学生全体において自
己による賞賛描写の接触と他者からの賞賛
描写の接触によって間接的攻撃性が高まり
（順に、β=.06, p<.05, β=.05, p<.05）、身体的
攻撃に対する規範意識が低下する傾向や
（β=-.06, p<.05, β=-.07, p<.05）、間接的攻撃
に対する規範意識の低下する傾向（β=-.07, 
p<.05, β=-.07, p<.05）も見られた。中学生の
男子においても、攻撃性、規範意識の両方に
影響が見られた。具体的には、攻撃性につい
ては他者からの賞賛の描写によって、間接的
攻撃が高まる影響が見られ（β=.08, p<.05）、
また、規範意識については、自己賞賛描写と
他者からの賞賛描写、物的報酬描写の接触に
よって、身体的攻撃性に対する規範意識が低
下し（順に、β=-.10, p<.01, β=-.12, p<.01, 
β=-.08, p<.05）、間接的攻撃性に対する規範
意識も自己賞賛描写と他者からの賞賛描写
の接触によって低下する影響が見られた
（β=-.09, p<.05, β=-.10, p<.05）。報酬の描写
は、攻撃性を促進し、規範意識を低下させる
影響がある文脈的特徴とされている (Smith 
et al., 1998)。規範意識については仮説を支持
しない影響結果も一部で得られたが、攻撃性
に対する影響については一貫してこの傾向
と一致する結果が見られた。 
 

(3)暴力映像を用いた教育的プログラムの効
果検討 
①目的 
テレビやテレビゲームの暴力描写による

影響を検討した結果、被害描写が非現実的に
描かれていることにより児童生徒の攻撃性
や規範意識に影響が出ることが示された。こ
のことは被害がリアルに描かれているもの
に接触し、現実に起こりうる被害に対する認
識を強めることで攻撃性が低下する場合も
あるとした先行研究の知見と一致していた。
そこで、本研究では、中学生を対象として、
テレビ番組の暴力描写における被害結果（被
害者の被害描写の有無、被害の程度など）の
描写の特徴を学ぶ授業を行い、被害描写への
理解が生徒の共感性、暴力に対する規範意識
を高め、攻撃性を低下させる効果が見られる
のかどうかを検討した。 
②方法 
茨城県内の私立の高等学校 1校の協力を得

て、中学校 3 年生 3 クラスの生徒を対象とし
て実験を行った（133 名：男子 60 名、女子
73 名）。 

実験計画は、1 要因 3 水準の被験者間計画
である（実験条件：①映像解説あり・映像分
析あり条件、②映像解説あり・映像分析なし
条件、③統制条件（映像視聴のみ[解説・分析
なし]）。本研究では、テレビ番組の暴力描写
における被害結果の描写の特徴を学ぶ方法
として、暴力を含む映像を視聴し、その映像
中の被害結果の描写の特徴を教員が解説す
る（映像解説あり）方法、被害結果の描写を
見て生徒自身がその特徴を分析する方法（内
容分析体験）を用いることとし、映像解説、
映像分析の有無によって、上記のように、授
業の方法について 3 条件を設定した。 

実験で使用した映像は、JTVS の内容分析
研究の分析対象の映像の中から、身体的被害
描写があり、学校生活の中で起こったり、目
撃したりすることがあり得る身体的な暴力
の描写を含むテレビドラマの映像を 2本抽出
した。 
授業の効果を検討するため、事前、事後で、

共感性、暴力への規範意識、攻撃性を測定し
た。また、事前調査では、日常的なテレビの
暴力描写への接触量についても測定した。 
いずれの実験条件においても、協力校の同じ
情報教員が教材となる暴力描写を含むテレ
ビドラマの映像、暴力描写の特徴を説明する
パワーポイント資料を用いて映像視聴の授
業を実施した。解説あり・映像分析あり条件
では、1)事前調査、2)テレビドラマの映像例
の視聴、3)2)の映像の解説、4)テレビドラマ
の映像視聴、5)テレビドラマのシーンの分析、
6)事後調査、7)授業のまとめの順に授業を行
った。解説あり・映像分析なし条件では、1)
事前調査、2)テレビドラマの映像例の視聴、



 

 

3)2)の映像の解説、4)テレビドラマの映像視
聴、5)事後調査、6)テレビドラマのシーンの
分析、7)授業のまとめの順に授業を行った。
統制条件では、1)事前調査、2)テレビドラマ
の映像例の視聴、3)テレビドラマの映像視聴、
4)事後調査、5)映像の解説、6)テレビドラマ
のシーンの分析、7)授業のまとめの順に授業
を行った。 
③結果 

分散分析の結果、共感性について実験条件
間に傾向差が見られ（F(2,124)=2.36, p<.10）、
解説あり・映像分析あり条件での共感性の伸
びが最も大きかった。また、分かりやすさの
点では、解説あり・映像分析あり条件が統制
条件よりも有意に高かった(F(2,125)=4.24, 
p<.05)。実際に被害描写の具体的な映像を見
せ、解説や分析を行うことで被害描写に対す
る具体的な理解が進み、共感性への影響も見
られるようになるのではないかと考えられ
る。 
 
(4)テレビゲーム利用に対する保護者の対応
についての調査 
 テレビゲームの内容分析と縦断調査の結
果から、テレビゲームの推奨年齢区分や文脈
的特徴に焦点を当てた介入を行うことが、テ
レビゲーム接触による児童、生徒の攻撃性や
規範意識に及ぼす影響を抑える上で重要で
あることが示唆された。この結果を受けて、
実際に家庭で子どものテレビゲーム利用に
対して保護者がどのような介入を行ってい
るのかについて調べるため、3 歳から高校生
の保護者 1000 人を対象に web 調査を実施し
た。調査の結果、テレビゲームの暴力描写に
子供が接触することに対しては、否定的な保
護者が多かったが、暴力の内容制限や暴力的
内容について話し合ったり考えさせたりす
ることは保護者の約 30％、レーティング利用
は保護者の約 10％しか行っていなかった。以
上のことから、今後は保護者による内容制限
のための手段としてのレーティングの利用
や、学校での暴力描写に関する教育指導など
により内容により焦点を当てた介入を進め
る必要性があることが示された。 
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